
 

１．ほ場内の早期排水対策として、あらかじめ溝切り、畦立て等の管理作業に努めること。 

２．風害・潮風害のおそれのある場合には、べたがけ資材の利用等により被害回避に努めること。 

３．支柱やネットを設置している作物は、確実に固定されているか確認し、必要に応じて補強してお

くこと。 

４．は種や定植を予定している場合は、台風の通過前の作業を避け、通過後に行うこと。 

★台風通過後は、コサイド 3000 や Zボルドーなど銅剤で病害予防を行いましょう！ 

１．冠水又は浸水後の排水対策が速やかに行われるよう、溝切り等の対策を講じるほか、明きょ等を

点検・補修等を行っておくこと。 

２．収穫後に自宅倉庫等で保管されている米については。浸水等による 

被害が発生しないよう適切な場所で保管すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

―ＴＡＣ information―  

台風シーズンとなりました！暴風・大雨の対策を行いましょう！ 

ハウスのパイプ径により耐風速が異なるため、所有するパイプ

ハウスの耐風速や今後の補強の目安にしてください。 

ＪＡ京都中央 2022年 9 月 6 日 No.616 作成者 小山 愛  

ＪＡでは、土壌分析診断の受付を行っています。２０１８年に営農技術相談業

務の更なる強化と施肥改善により生産コストの低減、ＪＡ事業利用拡大も目的と

し、全共連京都の農業活性化促進助成金を活用して土壌分析装置を導入しました。 

肥料の高騰を受け、低コスト生産に向け、土壌分析診断をおすすめします。 

ご希望の場合は、各エリア担当者、営農販売課までお問合せください。 

（京都乙訓農業改良普及センター資料より） 



 


